
参考資料  

（１）南方系（亜熱帯性）海藻の紹介

以下、「宮崎県の海藻（ホンダワラ科海藻）」「長崎県の海藻（西海市）」（いずれも西日本
オーシャンリサーチ、JF 全漁連）を改変して掲載している。

宮崎県の海藻（ホンダワラ科海藻） https://hitoumi.jp/library/zukan-miyazaki.pdf

長崎県の海藻（西海市） https://hitoumi.jp/library/zukan-saikaisi.pdf

和名 マジリモク
学名 Sargassum carpophyllum 

生
物
学
的
特
徴 

分布 沖縄県、九州、四国、瀬戸内海
西部、静岡県 

大きさ 1～3ｍ、最大 7.4ｍ（名護） 
水温 上限 32℃ 
その他 内湾的環境で生育、潮間帯上

部から水深 15ｍ、砂や泥がか
った深所に局所的に生育する
ことが多い、6 月下旬～8 月上
旬に成熟卵放出（長崎）。 

和名 キレバモク
学名 Sargassum alternato-pinnatum 

生
物
学
的
特
徴 

分布 沖縄県、九州、四国、紀伊半島 
大きさ 1～1.5ｍ 
水温 上限 32℃ 
その他 潮間帯下部から水深 5ｍ、6 月

下旬～8 月上旬に成熟卵放出
（長崎）、卵数が多い、成熟後
藻体は流出し、翌春に越年し
て根部から主枝が伸長する多
年生。 

写真提供：西日本オーシャンリサーチ 

写真提供：西日本オーシャンリサーチ 
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和名 ヒイラギモク
学名 Sargassum ilicifolium 

生
物
学
的
特
徴 

分布 沖縄県、九州西岸、九州南部～
房総半島までの太平洋沿岸 

大きさ 1～1.5ｍ 
水温 25～30℃（生長適温） 
その他 水深 1～5ｍの岩礁域・サンゴ

礁上、6 月下旬～8 月上旬に成
熟卵放出（長崎）、6～7 月（高
知） 

和名 ツクシモク
学名 Sargassum assimile 

生
物
学
的
特
徴 

分布 沖縄県、九州、高知県、和歌山
県 

大きさ 30～50 ㎝、静穏域では稀に
100cm 

水温 不明 
その他 水深 2～5ｍ、岩や転石上、6 月

下旬～8 月上旬に成熟卵放出
（長崎） 

和名 コナフキモク
学名 Sargassum glaucescens 

生
物
学
的
特
徴 

分布 沖縄県、九州、高知県 
大きさ 50～80 ㎝、稀に 1ｍ超 
水温 15.2～28.8℃（鹿児島湾実測値） 
その他 乾燥標本に白い粉が現れる。内

湾的な水深 2ｍ前後（鹿児島
湾）、6 月下旬～8 月上旬に成熟
卵放出（長崎）、多年生。 

写真提供：西日本オーシャンリサーチ 

写真提供：西日本オーシャンリサーチ 

写真提供：西日本オーシャンリサーチ 
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（２）将来的な分布予測 

第一章に記載の方法で予測した、藻場構成種と植食性魚類についての将来的なハビタットマップを下に紹介する。紹介されている各海藻種
において、現在の分布を左図（赤線）で示したうえで、RCP2.6（2℃上昇シナリオ）と RCP8.5（4℃上昇シナリオ）の両シナリオにおける 10
年後（2030 年）と 30 年後（2050 年）の分布予測結果を示している。2030 年・2050 年の海水温は 2100 年時点の予測上昇水温まで直線的に
上昇していくと仮定して予測されており、海水温以外の要素や局所的な環境等を考慮していない点に留意が必要である。 
なお、カジメ類（カジメ、クロメ、ツルアラメ）の分類においては、日本海側の青森から九州に分布するものをツルアラメ、房総半島から

紀伊半島に分布するものをカジメ、太平洋側の四国九州に分布するものをクロメとしている（Akita et al．2020）。 
また、植食性魚類においては現在の分布を把握する際に、一時的な分布か経年的な分布かを考慮していないため、北日本においては過大な

評価となっている可能性があり、参考扱いとしている。 
 
  現在の分布                RCP2.6                RCP8.5 

ア
ラ
メ 

 

RCP8.5 10年後

RCP8.5 30年後

RCP2.6 10年後

RCP2.6 30年後
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現在の分布 RCP2.6 RCP8.5 

︻
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